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シングルピクセルイメージング(SPI, Single pixel imaging)に基づくシャックハルトマン波面セン

サーが提案されている 1)。このセンサーは SPI の特徴である、微弱光照射環境下における適性を

発揮することが期待される。 

本報告では、SPI を波面センサーに適用する際に課題となる輝点座標の特定方法について、深

層学習を用いた。 図 1に示すように、計測光学系ではマイクロレンズアレイの焦平面をディジタ

ルマイクロミラーデバイス(DMD)面に結像させる。DMD において変調された光信号分布は集光さ

れフォトディテクターにおいて検出される。複数の変調分布に対して計測を行い、取得データか

ら計算機ゴーストイメージングを用いて画像を再構成する。再構成した画像に対して深層学習を

適用し、輝点の中心座標を特定する。 図 2 に実験による検証結果を示す。図 2(a)は DMD 面に

イメージセンサーを配置して取得した結果、（b）は計算機ゴーストイメージによる画像再構成に

より得られた結果、(c)が提案手法によって得られた結果である。図 2 より、視認性に課題が残る

ものの、輝点を確認することができている。講演では、補償光学への適用に向けた課題について

も言及する予定である。 
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図 1 シングルピクセルイメージングによる     図 2 検証結果: (a)従来手法による結果．         

波面計測系の概念図.                       (b) 計算機ゴーストイメージングによる再構成.  

                 (c)提案手法による結果. 
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